
く日本史探究®> 平守時代€） 教科書： P．斑P.61 
田平宝初期の文化と仏教
①平守遷都ヵ‘ら 9c末頃までの文化を(l. )文化という。仏教では
(2. )により (3. )を求める(*. )がさ力‘んとなり、
出世を空む者族の問で主流になった。知対して経典砕に基づいて学び修行

して悟ろうとする蓉文を（5. )という。クの中心仏I~ (6. )で蒻．

(l)大日如来の苗文によリ、:Jlo特浙躊と呼誼てる秘密の修法によて現世利
益を求める仏教を？ ( ) 

讀ガら帰国し~<7. >べ8. >はそれぞれ妾謡逍首悟
をひら疇。天台窓n 料を（9. )と呼び、真言宗の午を (10. )と呼ぶ。

(l) 天台配戸宗をひらいた人をそれぞれ吝たよう。（ ）以 ) 

回最澄と空海について
①7は、go拝に燻し（1 1. )宗を間き（b． )(/)(13. ) 

を拠釦した。7l~新しく独自の授戒‘のための（14-. )(/)倉信庭訴絲
が．繭噂応翠散しい反発にあい．『IS-. 』を著して反論し応琴
『|6. 』を著して、天台増の装育方針き明確にした。

|(1)天台恥繹地は？ ( ）山（ ）寺 I
®糾ま． 7(/)のちに入唐した弟子の <96. >・ <17. >によって天台
宗にも本格的に取J入れられた。 I6が 83笞に渡唐して、午を学んで糾7年にり品

国するまでの記鐸が『18. 』である。 IOc末以降、 I6(])F疇
は (1q_ )寺(!)(.20. )派 17の門流は (2( )寺の（辺 ）派

と呼I我｀れ互いに対立した。

®8は、儒羞．羞羞よリも仏巷が倦れて＼＼ると論じ｀た『23. 』を著し
て4表：：：知授した。 806年 1吋酋総県国したあと（泣 ）に

（お． ）を建て (26. )知扉た。までさ<:a.. >天
島誡菜 (28. } [ ]も、都m4叫麟道瘍とな某。



(l)空海が開浪酌（紺？
似l)が中心道場としを高野山の寺院は？
(3)(1)が中心道場とした京都の寺院は？
(4) (3)を空海に与えた天皇は？

国弘仁暉文化の建記彫刻＆拘直
①工窟に寺院が建要記ること呼がなり、 (12. )の (13. J 
や（泣 ｝の（お． ）は和代表。また 29. .Jと呼9和た

(30. )も山岳の寺院で、自由な如藍配置でつくられ金堂ゃ五重塔

が現存する。 (28は平安荒の中に建立されたので山岳の寺院ではない）

®この時代の彫刻は (3[ )と心技法で、一本の木材で·つぐられる。衣

のしわ l中 (39. )と呼ばれる技法で表した。

代表的なものに（お． ）の（3'1-. ）ゃ (35".

の (36.)、 (37.)(/)(38.)、

(39 )講堂（知 ）なとがある。 40la: (41. 

にもあリ、国 ）と呼ばれる。 釦知吟編ピ

®この頃には、奈良時代‘の後期病おこ昇ミ神道と仏表叫釉合である

(lf.3. )がさかんになる。神社の境内に（件 ）が建てられ配」、

醗這翫（佑． ）が守護神として是られ飼、件で僧侶ヵ求転経典
を読む (46. )が行われ約」した。祁も43の代表例。

(I)神道と仏教の融合(/)こ埠を? ( 

(2)(1)の 1つとして、神社の境内に建てジてた寺院をイ引と心？ ( 
(3)(()にむり、寺院内で何が守護神として記られた力‘? ( 
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®山中を修行の場としたため（＋． ）iょ在来のム岳信仰と結びついで

ぼ7. )の基嘩が箋紐れた。町の修ソ行者（本(4-S. )と呼ばれた。
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